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0〃α77z,yJ， coJ,2687z,J,ZJ,系列の変異について＊

赤松守雄＊＊

I .まえがき

C"Zc772,y,j, coJ,Zje冗sz，系列についての最初の記載は，横山(1911)に上り，神

奈jl県の小柴層から産出する化石につけたものである。それ以降現在に到るまでウ この系列

についての総括的な記載は，増田（1959）によってなさね；ている。増田（1959）によ

ると, Ch･ cosf687z, ､f, #・系列は, 4つの亜種に分類される。それらは' Cん. coJ,jje”，zJ
●

coJ,Z此冗5，z品cん・ CO,3， 269"J,zぶ んα抑zα勿ce, Cん・ CO5,2ルe7z,J,z5， 世ひγ刃jczノノα，

cん． coJ'jjg73J,zふ んgj g70gjypfaであり， これらの進化系列徳eo!J,Z62祁・z・

んα九zaz"αe－婆 cosd62""6, (8. s. )→co.nibe7M, ZJ,"γpfc〃jα→

coJ, Zjc7z, ｡J,ZJ, んefeγ・"Zy〆αと考えられている。

筆者睦道南に発達する鮮新世の地層（瀬棚層）より， この系列の化石を約100個体採集

し，それの形態( lengthheigh@depth),及びgrowserieSに注目し，古生

態学的な立場から，種の変異と分化についての実体を明らかにしようとしたものである。

この層主り産出するpccfjfl,ZtZqeは, C'A.. cDGZjg71,J,Zぷ系列の他C'". j$Zc祁姪cα

系列cん・ 《zα”んαルα‘泌，z，系列PctZ7I,opecf27ル yes3087z,J,ZJ,系列などであ

るが， これらのPecfZ7"dagは個体変異がはげしい。また， この層から産出するcん．

coJ, Z687z,J,js系列は, C"･ coJ,Zbe7z, ,"､J, coJ,Zjc泌湿zsとc'"c｡,"z施曇z'

んefc7･0gZypオαの2亜種である。

この研究には，不十分な点も多をある溌一応の結論をうることができたので，その概要を
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報告し，種々の御批判をうけたいと思うものである。

本研究をすすめるにあたり，種均御検討いただいた北海道大学湊正雄教授おエびいろいろ

と助言や便宜をたまわった北海道大学魚住悟助教授加藤誠助教授，北海道開拓記念館北川芳

男学芸部長，矢野牧夫普及課長，山田悟郎研究職員に対し厚く感謝の意を表わします。

Ⅱ、記 載

Cん． 。0J, 2"871, ,s'ZJ,系列は，瀬棚層に普遍的に産出するPectZ71,2dceであり， この層

より産出する亜種は, Cん. cosf"87z, ､"｡P coJ,#607I,J,f .J',Cん． 。0J,Zbe71,sZJ, ん“2－

'royjypfaである。

増田（1959）によるとC". co@s, jjcn,J, Zj, co.J,j6271,J,jJ, は，縦に長い形で，右

殻は4～6，左殻は5つの束状突起をもっている。近縁種のSmzブ”pccte72, s"/"

と践前耳(anterior auricle),頂角(apical angle),生長脈(Concen-

tricgrowthlines)などによって区別される。Cん． coszム27b ,s, jJ, h'"970gZypt(z

は“． co""e","5, (S. S. )に以ているが，放射肋が束状にならないこと，生長脈

(concentric growthlineS)が不明瞭などの点で区別される。

これらの.C". cd心ムーe祁理！"系

列は，放射肋(ra.dial ribs)

耳(auricle),生長脈(con-

centrjc growth l ines)

に特徴的友種であり，筆者他特に

黒松内地域に発達する瀬棚層より，

約100個体採集し，測定し考察し

たものである。 （第1図参照）
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第1図化石潅地
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Ⅲ、個体変異について

Cん. cosZbc7z,FZJ, coJ, jje7I, ,s,Z＄の個体変異を調べるため, deight, length

を計測した結果は第2図である。

これから判断すると, depthが10%をさかいにして2つのタイプが存在する。

次にcル． coJ,Z6eft, ,PZJ, cosZbe7z,sjJ,とcん. coJ,2ム‘花”ふ んefe?･oyZy〆α
一$

のH(Height)-D(Depth)を比較したのが第3図である。
倉

C". cosZbcn,s2J, coJ, Zje71, JmZJ, は第2図のL－H－D三角ダイヤグラムと同じよ

うに生長とともに2つのタイプが存在してくる。

(1) Type A (C". cosZje7z"ぶ ん“‘γo”yFtaに比べて' deptが大き

いもの）
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第2図

C〃“"lﾉscosibensiscosi6e"sisの1.-H-D

三角ダイヤグラム
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第3図

C〃α加"ScOSi6ensisgroxIpのH－Dグラフ

縦軸Height 横軸Depth
宮

A、 C〃α”Uscosi6e"siscOsi6<'"siS

(Yok.)

B. C〃α瓶"s“sめ"sisheferogJ"f"
(Yok.)

(Bのテータは主にMASUDA(1959)による1
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(2) Type B(cﾙ． c､oJ,ZjeTz, J,# ,s' "efe7-09"yPfaの生長線と同じ線上にあるも

の）

(2)の個体数の方が(11よりは多い。

次にcん． co""871,J,ZJ, "ct870yjyptcをみると，大体同一線上にプロット

される。

Ⅳ． ま と め

1． 瀬棚層より産出するCん． coJ, ijg71J,ZJ'系列はC"･ coJ,Z687I,@s,ZJ, cos,"87z,J,",

C"･ co@$､Zbc7z, J,2 ｡s, "cteroyjy〆αの2亜種である。

2．個体発生の過程でy C"･ co,s,Zjc7",ZJ, co､Fibe",s,ZJ, に2つのタイプが存在す

る。(1)のタイプは, C"･ coJ,Zルルj,"(S. S、 ）の特異型としてとらえ,C"･ co､"-

687z,J,Z ,s, cosZ6e"J'2J,としてはcん． coj, Zje7I,sz’ んctcroyjy〆αと同じ

隼長過程を経るものを亜種としたい。
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On theVariation ofCんjα加yJ， coJ,jjc7z, J’2J， grOup

(abstract)

MorioAkamatsu
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図版1

1フ 2， 3， 4， 5， 6ァ 8， 9， 11

CんZα海yJ co･J, #bg冗・zs co"6e",,"(YOKOYAMA)

L×1 Loc. 5 TypeB (右殻）
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(右殻）

(左殻）

(左殻）

(右殻）

(右殻）

(左殻）

(左殻）

(成長脈にそろって淡青色の色が残っている）
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x-;- Loc. 4 (右殻）

S〃zjftopgct@7', '"/"(BERNARDI)

×1現生（小樽海岸） （右殻）
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